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議会報告の概要

・開会挨拶

・各議員紹介

・議会報告会（議会だよりに沿って説明）

①2019 年第２回市議会定例会の報告

②2019 年第３回市議会定例会・決算の報告

③報告事項についての質問

④意見交換「防災」について

主な意見・要望

意見交換については別紙参照

備    考



議会報告会記録

【第４班】                                               

開 催 日 時 2019 年 12 月６日（金曜日）   18 時 28 分 ～ 20 時 10 分

開 催 場 所 精義まちづくり拠点施設 会議室

参 加 人 数 ８人

議会報告に対

する質疑応答

議会報告に対

する質疑応答

質  問 回  答

●桑名駅東西自由通路関連への質問

①三岐鉄道の桑名駅線路乗り入れについて ①三岐鉄道の桑名駅線路乗り入れについては、企業間での問題

②三岐鉄道の廃止について であり、拒否された。

③東西自由通路の予算割合について ②廃止については議会としては聞いていない。ただ、東西自由

④桑名市総合医療センターまでの上空通路について 通路が南に 80ｍ移動するので、乗降については少し便利にな

ると思われる。

③桑名駅東西自由通路の予算割合については、事業費 97 億

3000 万円で、国費は 30 億 6000 万円、市費は 66 億 7000 万円

である。市費の内訳は、地方債 47 億 3000 万円、一般財源 19

億 4000 万円である。鉄道事業者については、ＪＲ6000 万円、

近鉄２億 9000 万円である。先日も､国費で２億の追加がある

報告を受け今回議会でも上程されている。現在も国への要望

活動を頻繁に実施しており、要望活動の重要性を感じてい

る。国費には防災減災面や様々なメニューがあるので活用し

ていきたい。

④桑名市総合医療センターまでのペデストリアンデッキ（上

空通路）については、議会でもありえない話である。

●自動運転実証実験について

・実証実験についてのコースや実証実験に至った経緯と ・現在の高齢化率 25.9％の更なる高まりやバス運転手の高齢化

関連予算は？ による運転手不足、更に、市民満足度調査の公共交通分野で



市では従来のバスシステムに代わる新たな交通ネットワー

ク導入が必要であると判断した。また、高齢者の外出誘導を

図るためにも自動運転の検討が必要と判断した。

そこで、市と群馬大学の共同研究により、同大学次世代モビ

リティ社会実験車両を活用し、実験を開始した。

実験は、６月 28 日～30 日の午前 10 時から午後５時まで１日

７便で行い、走行ルートは市役所から桑名駅周辺の一周約

２ｋｍで走行された。実験では 288 名の方々が乗車した。

実証実験後、研究会設立･運営費を含むと 4,969 千円である。

（財源については、ふるさと応援基金繰入金から。）

●「福祉ヴィレッジ」の安全チェックについて ・養護老人ホーム、療育センター、保育所、母子生活支援施

設があるので、施設の安全には十分配慮していきたい。



参加者からの

意見・要望等

●意見交換「防災」について

●デジタル防災行政無線について

台風や豪雨の際、非常に聞き取りにくく、携帯電話で避難情報を知ることになる。入札についても、金額ではなく、他

県のスピーカーの情報など集め、聞き取り易いスピーカーメーカーを選ぶことも大切ではないか。（高知県の選んだスピ

―カーが良いように聞いている。）

また、設置個所についても、市民には、設置場所に至った根拠などを数値化して“見える化”してほしい。

⇒性能重視などの観点も重要と感じています。

●津波ハザードマップについて

伊勢湾台風経験者に伺っても、城南地区の河川防災センターには避難しない。体力があれば、大山田地区の高台のショ

ッピングセンターなど避難をしたい。

南海トラフ地震が起こった場合、員弁川の遡上についても注意しなければならないのではないか。

今回の津波ハザードマップは南海トラフ地震想定だが、東南海トラフ地震の想定のマップが必要ではないか。

⇒堤防があるので大丈夫という考え方は危険である。津波到達時間まで 90 分程度であると予想されているので、川から

離れ、高台をめざして避難してほしい。

大地震が発生し立体駐車場など、建物が比較的しっかりしていたら第１次避難場所となると思う。避難場所など新たな

情報があれば情報共有したいと思います。員弁川の遡上については、はっきりこの場ではコメントはできないので県の

ホームページなど見てください。（県ホームページ員弁川水系員弁川洪水浸水想定区域図あり）

南海トラフ地震想定を大枠としてハザードマップを作成しています。

●液状化マップについて

平成 25 年作成で古いのではないか。開発など進んでいるので注意が必要ではないか。地域の町名で川がつくところなど

液状化が考えられる。

⇒液状化マップはあまり変更されないようです。平成 25 年作成のままです。

●桑名警察署や消防本部の高台移転について

市民の中では、警察署が移転される噂などある中、真実は。

⇒消防本部の場合は、協議はされている。桑名警察署の場合は、三重県、三重県警察本部の協議であり、今のところ情報

は入ってきていません。



参加者からの

意見・要望等

●その他

●本庁舎南駐車場について

南駐車場の電気自動車用スタンドはなぜ使用を停止したのか。

⇒ある一定の方々のみの利用で、平等性が確保されず、今回、使用を停止した。

現在、駐車場は民間業者で管理運営しているが、費用対効果の面でも急速充電を除く部分となった。

●桑名市総合医療センターについて

診断書は必ず郵送でないともらえないのか

医者のモラルについて

総合医療センターでの初診の診断料について

⇒診断書の件やモラルの件は、分かりました。

初診料は 5,000 円となるので、必ずかかりつけ医で診断書をもらってきて総合医療センターで受診してください。初診

料は無料となります。

●ＮＴＮ総合運動公園関連について

大会の準備で前日に、多目的広場の倉庫に大会関連用具を入れた。しかし、当日準備をしようと思ったが倉庫の前に高

校生のクラブ部員の荷物が多数置いてあり倉庫を開けることができなかった。大勢の人数で多目的広場を使用する際の

ルールについては、テニスコート側管理棟に登録をしないといけない事になっているが、どのように周知されているの

か。グラウンドゴルフ場についても、他県･他市町の団体が使用する時があり、桑名市民が使えないような状況が起きる。

使用料で市内利用者、市外利用者の区別も一つの方法ではないか。

⇒高校については、早急に教頭先生から連絡させていただきます。現在、直営になっているので管理も含めて行政に指摘

しておきます。


